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平成２３年度第１回経営改革推進本部会議 議事要旨 

開催日時 平成２３年１０月２７日（木） １５：００～１６：３０ 

場 所 習志野市役所 本庁舎５階Ａ会議室 

出席者 

[本部長]  宮本市長    [副本部長] 島田副市長 

[本部員]   植松教育長、古賀消防長 

鶴岡企画政策部長、志村総務部長、宇田川財政部長、福島環境部長、高野市民経済部長、 

山下保健福祉部長、諏訪都市整備部長、加藤こども部長、小川会計管理者、 

広瀬議会事務局長、柴崎教育総務部長、押田学校教育部長、藤田生涯学習部長、 

松井企業局工務部長 

※欠席 本城企業管理者、和田企業局業務部長 

[説明者] 樋田都市整備部主幹 

[出席者] 村瀬総務部主幹、早川秘書課係長 

[事務局（経営改革推進室）] 吉川室長、宮澤主幹、塩川主査、多賀谷主事 

議 事 

Ⅰ．報告事項 

１．経営改革の取組みについて  

  ①第３次行政改革大綱の実績について 

  ②経営改革プランにおける平成２４年度の取組事項について 

  ③定員管理の現状と課題について 

Ⅱ．協議事項 

  １．新庁舎建設と建替えまでの安全確保策について 

  

 報告事項 １．経営改革の取組みについて                            

①第３次行政改革の実績について 

事務局より、平成１７年度から２２年度を計画期間とする第３次行政改革大綱に基づく行政改

革について、概ね計画通りの改革が実施され、６年間で約７４億円強の削減を行い、厳しい財政状

況を乗り越えてくることができたことを報告し、了承された（概算による総括的な結果報告・個別の

実施状況については、後日ホームページにて公表予定）。 

 

②経営改革における平成２４年度の取組事項について 

事務局より、平成２２年度から２６年度を計画期間とする、経営改革プランについて、２４年

度の取組み事項として計画されている３項目について各部に実施を依頼。一部の取組み事項につ

いては、計画通りの実施について担当部より懸念が示されたが、本部長より、計画通り取り組む

ことを基本として調整するようにとの指示を受け、経営改革推進委員会における議題として引き

続き検討することとし、了承された。 

 

③定員管理の現状と課題について 

事務局より、定員適正化計画に基づく職員数の削減が進む一方で、業務量は増加していること

から、様々な弊害が出てきていること、１０月に実施した、来年度の職員数の配当を前提とした

次長ヒアリングにおいても、各部からの増要望に対して、職員数が大幅に不足している現状と、

業務分析の必要性を報告。本部長の指示を受け、各部職員数の不足を訴えている中で、「ゆとり

のある部署」というのがあるのかどうか、経営改革推進委員会における議題として検討すること

となり、了承された。 
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 協議事項 １． 新庁舎建設と建替えまでの安全確保策について                   

事務局より、市庁舎の現状について、建物の物理的な状態としても、過去の地震による被害の実

績、南関東直下地震の発生可能性からも、安全性の確保が難しい状況であり、既存施設への移転・プ

レハブ建設等、新庁舎建設までの間の安全確保策について検討が進んでいること、財源や市民の理

解が得られるか等、安全確保策に伴って想定される各種懸案事項等について報告を行い、その後

協議を行った。 

協議では、新庁舎建替えまでの期間、現市庁舎をこのまま使い続けるか、一時的に既存施設や

プレハブ等へ移転をして安全確保を図るか、ということについて、地震の発生可能性とそれによ

り被害を受ける可能性、「想定外」の事態に対してどの程度危機意識を持って対応するかという

点が争点となった。各委員より様々な意見が出されたが、本部長の意思決定により、市としては、

実際に地震により行政機能・人命が失われる状況を当事者意識を持って考え、安全性の確保を最

優先に考えた上で、現庁舎を「早急に出る」ことを前提として検討を進めて行くとする方向性が

示され、了承された。 


